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赤い船と青い船は１時間に５＋７＝１２（km）ずつ
近づくので，

２４÷（５＋７）＝２（時間）
つまり，出発してから２時間後に出会う。

かかった時間から，距離の比が２：３であることが
わかるので青い船が出会ってからＡ地点まで行くのに
かかる時間は

２×　　＝　 （時間）

＝１時間２０分

兄と弟の時計は６時間で１時間分ずれるので９時間では
１．５時間分ずれる。
これによりＰＭ９：００の兄の時計は１０：３０を指す。
兄の時計のＡＭ６：００とＰＭ９：００の時間から
１５時間で９０分進んでいるので
１時間で６分の割合で進む。
兄と弟の時計は１時間で１０分ずれるので
弟の時計は１０−６＝４から
１時間で４分の割合で遅れる。

すべての（　　）の内には７個ずつの数が入っている。
ある（　　）のまん中の数を□とすると，７つの数は
（□−３，□−２，□−１，□，□＋１，□＋２，□＋３）
と表せ、７つの数の合計は７×□。
問題文より，この和が２４２９となるので
７×□＝２４２９　　これより□＝３４７
まん中の数が３４７となるのは
３４７÷７＝４９…４より　５０組目

金属Ｂは体積が４２−３６＝６（cm³）だから
１cm³あたりの重さは
４２÷６＝７（ｇ／cm³）
体積Ａ：Ｂ＝５：４で混ぜていくので，
Ａを５cm³，Ｂを４cm³を混ぜると
１１×５＋４×７＝８３（ｇ）
つまり，９cm³で８３ｇの金属ができる
合計３３２ｇ作りたいので
３３２÷８３＝４
９cm³の４倍の金属を作ればよいので
９×４＝３６cm³
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